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・課題を持ち、進んで学ぶ生徒
・互いのよさを認め、高めあう生徒

・健康で、心身を鍛える生徒
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「あすは檜（ひのき）になろう。あすは檜になろうと一生懸命考えている木よ。
でも、永久に檜になれないんだって。それであすなろうと言うのよ。」
井上 靖（1907～1991）の『あすなろ物語』の一節で、冴子が中学生の鮎太に言った言葉です。
翌檜（アスナロ）は伊豆山中に多い木で、檜に似ていることから冴子の言うような言い伝えがあり、

その名になったと言われています。井上靖がこの翌檜に、向上の発展を望みながら、その願望の果たせ
ない人間のはかなさを見ました。それが『あすなろ物語』の底に流れているのですが、どちらにしても
翌檜は悲しい木です。しかし、『あすなろ物語』にはもう一つの翌檜の見方が描かれています。
「あなたは翌檜（アスナロ）でさえもないじゃありませんか。翌檜は、一生懸命に明日は檜になろう

と思っているでしょう。あなたは何にもなろうと思っていらっしゃらない。」 成長して金沢高校に入
学した鮎太は、そこで信子という美しい女性と出会います。その信子の言葉です。冴子の言う「でも、
永久に檜になれないんだって」という言葉に含まれた劣等感・敗北感のようなものに対して、信子の
「一生懸命なろうとしている」という言葉には向上の意欲が見られます。
アスナロという名からは、この相反する２つの意味を受け取ることができます。

鮎太は、冴子と伊豆山中の翌檜の木の元に心中した加島に『克己（こっき）』という言葉を教わり
ます。「君、勉強するってことは、なかなか大変だよ。遊びたい気持ちに勝たなければ駄目、克己

（こっき）って言う言葉知っている？」「知っています」「自分に克（か）って机に向かうんだ
な。入学試験ばかりではない。人間一生そうでなければいけない。」
鮎太は学校から帰っても机に向かいました。机の元を離れる欲望と闘いました。そして、金沢高校に

入学します。これも信子の言う言葉に秘められた翌檜の意味です。
本来は悲しい意味を持つ「翌檜（アスナロ）」も、より向上を願う意欲に結びつけて考えることの方

が多いようです。『明日に向かって』、「あすは檜（ひのき）になろう。あすは檜になろう。と一生懸
命考えている翌檜（アスナロ）でありたい」と思いませんか。

来週の２月２５日（火）、福岡限定出身双子シンガーデュオの「健太康太」
さんのスクールコンサートが、本校体育館で開催されます。健太康太さんは、
２７歳で「歌」を歌う夢を叶える道に進み、2010年に「R＆B祭オーディシ
ョン」で優勝、2011年にニューヨーク武者修行に出かけ、「ライブをする
まで日本に帰らない」と決意し、地下鉄のホームでアカペラを歌い続けます。
滞在資金がそこをつく時、有名ライブハウスのオーナーが足を止めてくれて、
その２日後ライブに出演。目標を達成し帰国した日が2011年３月１１日の東日本大震災が起きた日で
した。学用品を学校へ届ける活動に参加し、宮城県の小学校の校長先生から「子ども達に歌を聴かせて
欲しい」と背中を押され初めて学校でライブを行い、その後2013年に全国デビューし福島県でも学校
ライブを行う。そして2015年、車中生活をしながら「勝手に全国ツアー」を開始し、福島県では昨年
度まで３９校でライブを開催（小野高校も）し、今年度は１６校が予定されていて、その一つが小野中

学校です。『音楽を通じて 子どもたちに夢を与えたい 夢を見つ
けて欲しいそう想いながら始めたことが 今では自分たちの夢の
一部「生き甲斐となりました」』と話しています。健太康太さんの
ライブが楽しみです。保護者の方も参観可能です。席の準備の都合があ
りますので、下記、「参観希望書」を２月２１日（金）までに提出する
ようお願いいたします。
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※ 当日、写真及びビデオ撮影は可能ですが、写真や映像をSNS関係に
載せることは禁止です。開演の１０分前（１３時１０分）には入場する
ようお願いいたします。上履きを持参し暖かい服装でお越しください。


